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要   旨

着色開始期に果柄をつけて採取 したイチゴ`あ まおとめ'の果実を吸水させながら,採取 しない果実と同じ環境

に72時 間置いた場合,両者の果実色調およびアン トシアニン含量には有意な相関関係が認められた。このことか

ら,採取した果実の果実色調やアントシアニン含量から採取しない果実の色調やアン トシアニン含量の推定が可能

と考えられた。

採取 した果実を異なる明期温度や光条件下で吸水させながら72時 間処理 した場合,紫外線が強く,明期温度が

高い条件で果実色調は濃くなリアントシアニン含量が増加 した。

果実色調およびアン トシアニン含量を目的変数とする重回帰分析から,果実色調とCy3G含 量に及ぼす影響は温

度よりも紫外線強度が大きいのに対し,Pg3Gお よびPg3 MG含 量に及ぼす温度と紫外線強度の影響は同程度であつ

た。

キーワー ド: イチゴ,あ まおとめ,果実,着色,ア ン トシアニン,紫外線

緒  言

イチ ゴの果実色 は重要な外観 品質の一つであ り,

着 色 を良 くす るた めに,温 度 や光 条件 な どの環境

制御 の他 ,品 種 に よつては葉 よけな どの栽培 管理

に よ り,鮮や か な赤色 を発 現 させ るた めの努 力 が

な され てい る。愛媛 県の育成 品種 で あ る `あ まお

とめ '(`と ちお とめ '× `さ が ほのか ')は ,果 実

の色調 が `さ が ほのか 'と 同程度 で あ るが,特 に

高設栽培 の 日射 が不足す る条件 で果実 が薄 い赤色

の色調 とな るた め,濃 い赤色 に近 づ けるた めの技

術 対応 が望 まれ てい る。

イ チ ゴの着 色 に関す る これ までの研 究で は ,浦

田 ら (1991)が `と よのか 'は ,果実表側 の着色

には光 の影 響 が大 きいのに対 し,裏側 では温度 の

影 響 が 大 きい こ とを報 告 して い る。 ま た ,前 川

(1992)は ,同 じく `と よのか 'の 着色 には紫外線

が関与 し,反射 資材 を利 用す る こ とに よつて ,果

実裏側 の着色 改善 が可能 で あ る こ とを果 実抽 出液

の吸光度 か ら推 定 したア ン トシアニ ン含 量 と関連

づ けて報告 してい る.曽 根 ら (2001)は ,イ チ ゴ

に含 まれ る主要 な 3種 類 のア ン トシアニ ンの うち ,

果実色調 と相 関が認 め られ るのは , pelargonidin

3… glucosidc(以 下「Pg3 G」 とい う)含 量 ,cyanidin

3‐ glucosidc(以 下「Cy3 G」 とい う)含 量お よび総

ア ン トシ アニ ン含 量 で あ り, pelargonidin 3…

malonylglucosidc(以 下 「Pg3MG」 とい う)含 量

との相 関は認 め られ ない ことを報告 し,Wang and

Zheng(2001)は イ チ ゴの 生 育 温 度 が高 い ほ ど

Pg3 G,Cy3 Gな ど果 実 中のア ン トシアニ ン蓄積 量

が増加 す る こ とを報告 してい る .

著者 らが これ まで に行 つた `あ まお とめ 'の 果

実 色 調 と ア ン トシ ア ニ ン に 関 す る 研 究 で は ,

Pg3MGを 含 む 3種 類 のア ン トシアニ ンが果 実表層

部 に多 く含 まれ ,果 実色調 は Pg3Gお よび Cy3 G含

量 と相 関が ある こ と (石 々川・伊藤 ,2007),ま た ,

果 実の受光体勢 を良 くす ることで着色 が改善 され ,

そ の際 に Pg3G/Cy3 G比 が小 さくな る こ とを報告
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して い る (石 々川・伊藤 ,2008)。

これ らか ら,`あ まお とめ 'で は栽培期 間 中のハ

ウス内温度 を高 めに維 持 し,紫 外線 を中心 とす る

光 を十 分 に 取 り入 れ る こ とに よ っ て ,Pg3Gや
Cy3 G含 量 が増加 し,着 色 の 改善 が 可能 と考 え ら

れ る.し か しなが ら,12～ 4月 に収穫 され る促 成

栽培 にお い て は , ビニル 資材 の多重被 覆 に よって

ハ ウス内温度 を高 めに管理 す る方法 がハ ウス内の

紫外線 強度 を低 下 させ る こ とにつ なが るた め ,`あ

まお とめ 'の 果 実 を濃 い赤 色 に近 づ け るた めの管

理方 法 と して ,温 度 と紫 外線 の どち らを重視 すべ

きか の結論 が得 られ て い ない .

そ こで本 実験 は ,`あ まお とめ 'に お いて温度や

紫外線 強度 の異 な る環 境 に置 かれ た果 実 の色調や

ア ン トシアニ ン含 量 を測 定す る こ とで ,温 度 と紫

外線 が果 実 の着 色 に与 え る影 響 を個 別 に評 価 し ,

果 実 を濃 い赤 に近 づ け るた めの効果 的 な栽培 管理

法 を明 らか にす る 目的 で実施 した .

そ の手順 と して ,ま ず ,着 色 開始期 に果柄 をつ

けて採 取 した果 実 (以 下 「採 取果 実」 とい う)を
吸水 させ なが ら,株 に着 生 した ままの果 実 (以 下

「着 生果 実」とい う)と 同 じ環境 に 72時 間置 き,採

取果 実 と着 生果 実 の色調 お よび果 実 の ア ン トシア

ニ ン含 量 を比較 す る こ とで ,採 取果 実 か ら着 生果

実 の着 色 を推 定す る こ との妥 当性 につ い て検討 し

た .採 取果 実 を材 料 とす る 目的 は ,均 一 な温度 や

光条件 を設 定 しや す い小規模 環境 制御 条件 で精度

の高 い試 験 を実施 す るた めで あ る .

次 に ,採 取果 実 を異 な る温度や 光条件 下 に 72時

間置 いた後 ,果 実 の色調 とア ン トシアニ ン含 量 を

測 定 し,温 度 と紫 外線 が着 色や ア ン トシアニ ンの

生成 に及 ぼす影 響 を重 回帰 分析 に よ り解 析 した .

材料 お よび方法

果 実色調 お よび ア ン トシア ニ ンの分析 には ,愛
媛 県農 林 水 産研 究所 の 100m2ガ ラス温 室 で土耕 ・

促成 栽培 して得 たイ チ ゴ `あ まお とめ '果実 を供

した。研 究所 にお いてポ ッ ト育苗 した苗 を 2008年

9月 10日 に,畝 間 140cm,条 間 50cm,株 間 23cm
の 内 成 りに 定 植 し,施 肥 量 は N:P205:K20=
1.6:2.5:2.6kgea‐ 1と した。温度 管理 は 7℃ で加 温 ,

25℃ で換気 を行 い ,そ の他 の管理 は一般 的 な促成

栽培 方法 に よつた 。 自熟期 を過 ぎて ,ご くゎず か

に着 色 が認 め られ るステー ジ (以 下「着 色 開始期」

とい う)の 果 実 を 目視 に よ り選抜 し,果柄 を 5cm

程度残 して採 取 した果 実 を供試 した 。 この時期 の

果 実 を供試 す る理 由は ,処 理 前 の果 実 に含 まれ る

ア ン トシア ニ ンが少 ない こ と と,ス テー ジの判 定

基準 が明確 で 目視 に よる果 実 の選 抜 が容 易 なた め

で あ る。 この こ とに よ り,処 理期 間 中に生成 され

るア ン トシアニ ン量 の測 定が可能 とな る。

2.1 採 取 果 実 の色 調 とア ン トシア ニ ン生 成量

(実 験 1)

2008年 12月 ～ 2009年 3月 の間 に 10回 (12月

5日 ,2月 8,16,19日 ,3月 3,13,17,23,24,
27日 ),着 色 開始期 にあ る果 実 で ,可 能 な限 り大 き

さや形 状 の揃 つた果 実 を 8果選抜 し,そ の うちの 4

果 を採 取果 実 と した 。採 取果 実 は ,ガ ラス温 室 内

の栽培床 に蒸 留水 を満 た した試験 管 を設 置 し,果
柄 部 を浸漬 して吸水 させ なが ら,引 き続 き栽培 環

境 下 に置 いた (図 1).残 りの果 実 は着 生果 実 と し

て ラベル をつ け栽培 を継続 した .採 取果 実 を試 験

管 に浸漬 してか ら 72時 間後 に ,採 取果 実 と着 生果

実すべ て を回収 し,直 後 に色彩 色差計 (MINOLTA
CR‐ 200)を 用 いて ,果 実 の着色 が最 も良好 な部分

の色調 を測 定す る と ともに,ア ン トシアニ ンの分

析 を行 つた。

図 1 採取果実の処理状況

処理開始時,右側2果が採取果実

こ こで ,処理 時 間 を 72時 間 と した根 拠 は あ らか

じめ 実 施 した 採 取 果 実 と着 生 果 実 の 色 調 (高 野 ・

常 松 (1992)の 方 法 を参 考 に ,色 彩 色 差 計 の測 定

値 か ら 〔a*× 1,ooo/(L*× b*)〕 よ り求 め た値 )

の 調 査 結 果 か ら ,両 者 の 色 調 の 差 が 小 さ い こ と
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(図 2),ま た 96時 間処理 した場合 に ,

は明 らか に果 実 の光沢 が失 われ る こ と

たた めで あ る。

チ ゴ栽培 ハ ウス内環境 を想 定 して行 な った。処理

開始 日と設 定温度 は表 1に 示す とお りで ,温 度 は 9

～ 17時 の間 を処理 日別 に 8段 階 (10,12,15,18,
20,25,28お よび 30℃ )に 設 定 し,17時か ら翌 日

9時 まで はすべ ての 区で 10℃ の一定 とした .な お ,

処理 開始 時期 が 3月 上旬 か ら4月 上旬 とな り,そ の

間の栽培 環境 の変化 に よ り供試す る果 実 の条件 に

違 い が生 じる可能性 が あ るた め,そ の影響 を小 さ

くす る 目的 で ,こ こでは処理 日ご との明期温度 を

ランダム に設 定 した。

表1 処理開始日と明期温度の設定

処理開始  月

日

明期温度 (℃ )

6   9  13  17  23  26  30

20  25  12  15  30  10  18

光条件 は各温度 区に対 して強 UV区 ,弱 UV区 ,

自色蛍光灯 区の 3区 を設 定 し,9～ 17時 を明期 ,そ

れ以外 の 16時 間 を暗期 とした .果 実 に照射 され る

紫外線 強度 は強 UV区 で約 0.4mW・ cm‐ 2,弱 UV区

で約 0.2mWocm‐ 2で ぁ り,両 試験 区は同一 の UV‐ A

光源 (ブ ラ ックライ ト FL20S‐ BLB‐ A東 芝 ライ

テ ック ピー ク波長 :352nm)か らの距離 を違 え る

こ とに よ り設 定 した。また,蛍光灯 (FL20SS¨ D/

18三 菱 )区 の紫外線 強度 は約 0.01mWocm‐ 2,照 度

は約 1,8001xで 放射 照度 は 0.6mWocm‐ 2で ぁ っ

た 。

すべ て の試 験 区に 4個 の採 取果 実 を供試 し,恒

温室 (エ スペ ックTBR‐ 2.5W)内 で明期 開始 の 9時

か ら72時 間の処理 を行 つた .処 理 終 了直後 に実験

1と 同 じ方 法 で果 実色調 を測 定す る と ともに ,ア

ン トシアニ ンの定量 を行 つた。また ,着 色 開始期

の果実 を適 宜採 取 し (n=8),処 理前果 実のア ン ト

シアニ ン含 量 を測 定 した。

3.結 果 お よ び 考 察

3.1 採 取 果実 の色調 とア ン トシアニ ン生成量

各調査 時 にお ける72時 間処理後 の着 生果 実色調

を図 3に 示 す 。処理 時期 が遅 くな るほ ど果 実色調

を示す数値 が大 き くな り,着色 が良好 とな る傾 向

がみ られ た .

採 取果 実 と着 生果 実の 72時 間処理 後 にお け る果

実色調 お よび ,各 ア ン トシアニ ン含 量 との相 関 を

図 4に 示 す .採 取果 実の色調 を示す値 は着生果 実

採 取果 実 で

が観 察 され

羅
Ｊ
Ⅸ
咲 ＋

十
一
一

12/3

12/3

12/22

12/22

採取果実

着生果実

採取果実

着生果実

0        1        2        3        4

着色開始後 日数 (日 )

図2 `あまお とめ 'の採取お よび着生果実の色調推移

果実表側の最も着色が良好な部分の果実色調 (n=6)

ア ン トシアニ ンの分析 は ,抽 出溶媒 には2%ト リ

フル オ ロ酢酸 を用 い ,果実 を常温 で溶媒 に 24時 間

浸漬 した後 ,遠 心分離 (3,000 rpm・ 5分 間 )を 行

い,上 清液 を回収 した。残澄 に再度抽 出溶媒 を加

えて十分 に撹拌 した後 ,同 じ条件 で遠 心分離 し上

清液 を回収 した。集 めた上清液 を定容後 ,0.45μ m
の フ ィル ターで ろ過 し,高 速液体 ク ロマ トグラフ

に よ り,Pg3 G,Cy3 Gお よび Pg3MGの 定量 を行 つ

た .

分析 は , カ ラム (sHIsEIDO CAPCELL PAK
C8DD),UV/VIS検 出器 (SPD‐ 6AV 520 nm島 津

製作所 )を 取 り付 けた液体 クロマ トグラフ (SCL…

6B島 津製作所 )で 行 つた .溶離液 には ,A液 (1.5%

リン酸溶液 )と B液 (1.5%リ ン酸 ,20%酢 酸 ,25

%ア セ トニ トリル )を 用 い ,B液 は 20分 間 に濃度

を 25～ 45%に 上昇 させ た .

ア ン トシアニ ン濃度 は ,Cyanidin 3‐ Glucosidc

Chloridc(フ ナ コシ株 式会社 ,特 級 )で 作成 した検

量線 か ら算 出 し,果 実 lg当 た リア ン トシアニ ン含

量 を Cy3 G相 当量 と して求 めた .

2.2温 度 および紫外線が採取果実の色調 とア ン ト

シア ニ ン生 成 に及 ぼす影 響 (実 験 2)

実験 1と 同様 に選抜調整 した採 取果 実 の果柄 部

を トレイ に設置 した蒸 留水入 リサ ンプル チ ュー ブ

に浸漬 し, トレイ全 体 をポ リエ チ レン製 袋 で保護

した後 ,異 な る温度・光条件 下で 72時 間処理 を行

な つた .温度 お よび 明期 時間の設 定 は ,冬 期 のイ

-24-



愛媛県農林水産研究所報告 第 2号  (2010)

羅
Ｊ
駅
咲

ご
°

ポ 討
ゆ

゛
θ

処理 日

図3 処理時期別の着生果実色調

果実表側の最も着色が良好な部分の果実色調 (n=4)
R2は ,果実色調と処理日 (日 付関数)と の相関係数
料 は 1%水 準で有意であることを示す
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y=1284x‐ 4.973

R2=0.703*ホ

y=0.747x+1.242
R2=0.455*

2                       3

着生果実 Cy3G(μ g o gIFW)

よ りも 6程度 大 き く,採 取果 実 の方 が濃 い赤色 と

な る傾 向で あつた。採 取 お よび着生果 実 間 の決 定

係数 は 0.703で ,両者 には 1%水 準で有意 な相 関が

認 め られ た。果 実 lgあ た りPg3 G含 量 は採 取果 実

が着 生果 実 よ り29%多 く,Cy3G含 量 につ いて も

採 取果 実 で 33%多 い結果 とな り,い ずれ の含 量 も

採 取果 実 と着 生果 実 の 間 に 5%水 準 で有意 な相 関

20              30

着生果実 Pg3G(μ g o glFW)

1              4              7

着 生果 実 Pg3MG(μ g・ gIFW)

が認 め られ た .Pg3MG含 量 は ,採 取果 実 と着生果

実 に ほ とん ど差 がみ られ ず ,両 者 には 1%水 準 で

有意 な相 関が認 め られ た .

これ らの こ とか ら,採 取後 72時 間以 内について

は果 実 を異 な る温度や 光条件 に置 いた場合 の果 実

色調や ア ン トシアニ ン含 量 か ら,着 生果 実 の果実

色調や ア ン トシアニ ン含 量 を推 定 で きる と考 え ら

図4 採取果実と着生果実の色調およびアン トシアニン含量の相関

各プロットは調査日ごとの採取果実4果 と着生果実4果の平均値
■,■ *はそれぞれ5%,1%水準で有意であることを示す

y=1.015x+6.623
R2=0.578*

y=0.954x+0.454
R2=0.730**
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れ た .

3.2温 度 および紫外線が採取果実の色調 とア ン ト

シア ニ ン生成 に及 ぼす影 響

明期温度 お よび光条件 の違 いに よる `あ まお と

め 'の 果実色調 ,ア ン トシアニ ン含 量 の平均値 を図

5に 示す 。果実色調 は紫外線 が強 く,明 期 温度 が高

い条件 で濃 い赤 色 に近づ く傾 向で あつたが ,紫 外

線 が ほ とん ど無 い蛍光灯 区においては果 実色調 と

明期 温度 との関連 はみ られ ず ,温度 の違 い に よる

色調 の変化 は認 め られ なか った (図 5A)。 この傾

向は Cy3 G含 量 と明期温度 お よび光条件 との 関係

で よ り顕 著 とな り,蛍 光灯 区に加 え弱 UV区 にお

いて も明期 温度 の違 いに よる Cy3 G含 量へ の影 響

は観 察 され なか つた (図 5C)。 Pg3 Gに つ いて も ,

紫外線 の存在 に よつて含 量 が増加 す る傾 向がみ ら

れ たが ,Cy3 Gと は異 な り弱 UV区 あるいは蛍光灯

区にお いて も,明 期 温度 が高い条件 で含 量 の増加

が認 め られ た (図 5B)。 Pg3MGは ,Pg3 Gと 類似

した傾 向で あ つたが ,含 量 と処理 温度 との 関連 は

明確 ではなか った (図 5D).な お ,72時 間処理前

明期温度 (℃ )

C: Cy3G

果 実 の ア ン トシ ア ニ ン 含 量 は ,Pg3Gが
0.18μ g Og‐ lFW, Cy3Gが 0.1lμ g・ g‐

lFW, Pg3MG

が 0.02μ g・ g‐
lFWと ほ とん ど含 まれ ていなか つた

こ とか ら,処 理 後 に測 定 され たア ン トシアニ ンの

大部分 が処理 期 間内 に生成 され た と考 え られ た。

明期 温度 お よび紫外線 が果 実色調や ア ン トシア

ニ ンの生成 に及 ぼす影 響 を個別 に解 析 す るた め ,

果 実色調 を 目的変数 (各 試 験 区の平均値 :n=24),

明期温度 お よび紫外線 強度 (強 UV区 0.4,弱 UV

区 0.2,蛍 光灯 区 0.01)を 説 明変数 とす る重 回帰分

析 を行 つた結 果 ,重 回帰式 は 1%水 準 で有意 とな

り,温 度 お よび紫外線 の偏 相 関係 数 も 1%水 準 で

有意 で あ る こ とか ら,果 実色調 が温度や紫外線 と

関連 してい る こ とが裏付 け られ た (表 2).

次 に,Pg3 G,Cy3Gお よび Pg3 MG含 量 を 目的

変 数 と して 同 様 の 重 回 帰 分 析 を 行 つ た 結 果 ,

Pg3 G,Pg3MGで は果実色調 と同様 に温度 お よび

紫外線 の相 関係数 が ともに有意 であったのに対 し ,

Cy3 Gに つ いては紫外線 の相 関係 数 のみ が 1%水 準

で有意 で あ り,温度 の相 関係数 につ いては有意性

が認 め られ なか った 。 この ことは ,重 回帰式 にお

B : Pg3G

R2=0.912ホ ホ

R2=0.505*
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図5 温度および光条件が採取果実の色調 とアン トシアニン生成に及ぼす影響 (72時 間処理後 )

縦線は標準誤差を示す (n=4)● ,●●はそれぞれ5%,1%水準で有意であることを示す

R2=0.619*

R2=0.747ホ ホ
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表2 重回帰分析の結果

目的変数 果実色調 Pg3G Cy3G Pg3MG

重相関係数 0.880  *ホ z     O.895  ** 0.942  *ホ 0771  **

偏相関係数
洒註  屋

=    0.638  *ホ
z     O.821  **

紫外線  0.857 **   0.813 **
0.354

0.940  **

0.522  *

0628  **

回帰係数

0.029

9.094  *ネ

0.482

0.090  ホ

5124  ホ*

2.057  **

活註  屋
=    0.466  **y     O.790  

ホ*

紫外線  40.535 **   33226 ホ*

定数項  22.214 ネホ 1.596

寄与率 (%)
温 度  33.3  x
紫外線  66.7

50.8

49.2

12.0

88.0

43.1

56.9

・ ,・・ は分散分析によりそれぞれ5%,1%水準で有意であることを示す
o,・・ はt検定によりそれぞれ5%,1%水準で有意であることを示す

標準偏回帰係数の比から算出した各説明変数の寄与率

ける各回帰係数 の有意性 において も同様 であった。

こ こで ,温 度 お よび紫外線 の影 響 を よ り明確 に

す るた め,各 説 明変数 の標 準偏 回帰係 数 の比 率 か

ら果 実色調 あ るいはア ン トシアニ ン含 量 に対す る

寄与率 を算 出 した ところ,Pg3 G,Pg3MGで は温

度 と紫外線 の寄与率が 50%前 後 を示 した。それ に

対 し,果実色調 では紫外線 の寄与率 が 66.7%と 温

度 の寄与率 33.3%よ りも大 き く,さ らに Cy3Gに

お いて は紫外線 の寄与率 が 88%を 示 す こ とか ら ,

果 実色調 の発 現 にお いて ,紫 外線 が重 要 な役割 を

果 た してお り,特 に Cy3Gの 生成 に深 く関与 して

い る と考 え られ た。寄与率 が 88%で あ る こ とは ,

Cy3 G含 量 が紫 外線 強度 に よつて ほぼ決 定 され る

こ とを示 してお り,ア ン トシアニ ンの種類 に よつ

て温度や 紫外線 に対す る反応 が異 な る こ とが示 さ

れ た .

イ チ ゴ以外 の園芸作物 の着 色 とア ン トシアニ ン

含 量 お よび 光 条 件 との 関連 につ い て は ,松 添 ら

(1999)が ナ ス の 果 実 を暗 黒 処 理 した 場 合 に ,

Nasuninを 主 なア ン トシアニ ン とす る品種 では著

しく着色 が劣 るが ,そ うでない品種 `早 生米 国大

丸 'で は暗黒処理 に よる着 色へ の影 響 が小 さい こ

とを報告 してい る。また ,久保 田・ 土屋 (2001)は

成 熟 期 の ブ ドウに UV‐ Aを 照射 した場 合 に , `グ

ロー・ コール マ ン 'で は ア ン トシアニ ン含 量 が増

加 し着色 が良好 にな るの に対 し,`ピ オーネ 'で は

照射 の影響 が小 さい こ とを報告 してい る。さらに ,

有隅 ら (1997)は バ ラの花弁 に含 まれ る Cy3 Gの

生成 にお いて ,光 を必 要 とす るタイ プ と必 要 と し

ない交配 系統 が あ る こ とを報告す るな ど,ア ン ト

シアニ ンの生成 が作物 の遺伝 的 な性 質や ア ン トシ

アニ ンの種類 ,光 条件 な ど複数 の要 因 に よ り決 定

され る こ とを示す事例 が 明 らか に され て い る。

イ チ ゴの果実色調や ア ン トシアニ ン含 量 と温度

や紫外線 との 関連 を検 証す る場合 ,ハ ウス内の温

度 と紫外線 強度 が ともに 日射 量 と密接 に関連す る

た め ,そ れ らを説 明変数 と して分 析 す る場 合 に ,

変数 間 の 内部 相 関 が高 くな る こ とが予想 され る。

この こ とは栽培果 実 のみ をサ ンプル と した調査分

析 か らは ,果 実色調や ア ン トシア ニ ンの生成 に及

ぼす温度 と紫外線 の影 響 を個別 に評価 す る こ とを

難 しくす る原 因 とな る。採 取果 実 を利 用 した今 回

の実験 で は ,温 度 と紫外線 を独 立 して変化 させ る

こ とで変数 間の 内部相 関 を排 除 し,温 度や紫 外線

が果 実 の色調や ア ン トシアニ ンの生成 に及 ぼす影

響 の強 さの個別推 定 を行 つた 。

その結果 ,今 回設 定 した明期 温度 (10～ 30℃ )

お よび紫外線 強度 (0.01～ 0.4mWocm-2)の 範 囲

内にお い て は,温度 の変化 よ りも紫外線 強度 の変

化 が `あ まお とめ '採 取果 実 の色調 に大 き く影 響

し,果 実 に紫外線 が多 く照射 され る環境 で着 色 が

改善 され る こ とが示 され た。

今後 の課題 と しては ,採 取果 実 か ら得 られ た重

回帰式 の栽培 現場 にお け る適 合度 につ いて検 証 を

行 うとともに ,よ り栽培環境 に近 い光条件 (可 視

光 +紫外線 )や 暗期 の温度条件 (夜 温 )を 変化 さ

せ た場合 の果 実色調 とア ン トシアニ ン含 量 につ い

て さらに詳細 な分析 を行 うこ とに よ り,`あ まお と

め 'の 果 実色調制御 に向 けた温度 や紫外線 管理最

適化 法 の開発 が考 え られ る。
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